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平成21年９月30日　
指定居宅介護支援事業者
指定訪問介護事業所　　　　御中

地域包括支援センター　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いわき市長　渡辺　敬夫　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （公 印 省 略）
適切な訪問介護サービスの提供について（通知）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　このことについて、別紙のとおり国から通知されたところです。

　当該通知に記載されている「訪問介護員等の散歩の同行」については、「保険者が個々の利用者の状況等に応じ必要と認める場合において、訪問介護費の支給対象となりうるもの」とされていることから、本市の対応としては次のとおりとします。

1 散歩を行うことで、利用者の機能の維持・向上に繋がる効果が見込まれるもの又は閉じこもり、抑うつ状態等により、外出の機会が極めて少なく、散歩を行うことで生活に意欲が出る等の効果があることが見込まれるもののいずれかであること。

2 ①の内容については、とりわけ通所サービスや訪問リハビリ、訪問看護によりその効果が期待されるところであることから、「訪問介護員等による散歩介助」を検討する前に、通所サービスをはじめとする他のサービス（インフォーマルサービスを含む）を検討すること。

3 ※訪問介護員は医療職ではなく介護職であることから、専門的なリハビリを実施するものではないことに留意すること。

4 ②で検討した後になお、他のサービスが検討出来ないあるいは積極的に「訪問介護員等による散歩介助」の必要性がある等の理由により、「訪問介護員等による散歩介助」を実施する場合は、「訪問介護員等の散歩介助に係る介護給付費算定申請書」（別紙）に必要書類（居宅サービス計画書第１表～第７表及びアセスメントシート）を添付し、長寿介護課へ提出すること。

5 ③の申請により、長寿介護課で必要性の可否を判断する。

6 ④により必要と判断された場合であっても、期待された効果、目標の達成度合いについて、定期的なモニタリングにより検証し、期待された効果が無いあるいは目標が達成出来ない場合においては、「訪問介護員等による散歩介助」の必要性が薄くなることから、他のサービス等の利用を含めケアプランの見直しを図ること。

7 また、上記の場合を含め、有効期間の終了時等においてケアプランを見直しする場合は、再度「訪問介護員等の散歩介助に係る介護給付費算定申請書」に必要書類を添付し、長寿介護課へ提出すること。

※　「訪問介護員等による散歩介助」を実施する場合、安全の確保に最大限の配慮を行うこと。

· なお、申請にいたる前段での相談については、随時受け付けます。

（問合せ先：長寿介護課　介護保険係　２２－７６１６　担当：松川、大島）　

